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講演 

  Ibrahim Amir
ア ミ ー ル

 氏 劇作家 

逐次通訳 ヨハネス・キーナー氏（埼玉大学） 

国家なき人びとは、どのように生活のなかでボーダーに遭遇し、対応している

のだろうか。本プログラムでは、劇作家で医者でもあるアミール氏（1984 年

生まれのクルド人、オーストリア在住）の講演を通して、トランスボーダーと劇

作という観点からヨーロッパの移民・難民の文化的描写について考察する。 

シリア・アレッポ市のクルド人家庭で生まれ育った彼は、ウィーンに渡って医学

部を卒業するものの、ドイツ語で劇作を始める。彼の作品は難民や社会統合

政策、ドイツの一時的難民歓迎ムードなど、ドイツ語圏社会でのボーダーをめ

ぐるコンフリクトを滑稽に描いたものとして高い評価を得ている。 

本講演はオルタナティブ地理学東アジア地域会議（EARCAG）第 4 回ジオポリティ 

カル・エコノミー国際ワークショップの特別セッションとして行われます。詳しくは

https://sites.google.com/view/earcag-gpe2019/をご覧ください。 

 
 

 

 

 


